
 

 TAP JAPAN OPEN 2025 ご協賛のお願い 

令和7（2025）年1月25日 

一般社団法人　日本障がい者立位テニス協会 
代表理事　柴谷　健 

　　私たち一般社団法人日本障がい者立位テニス協会（以下、JASTAと称す）は、国内唯一の中央競技団
体として、2025年5月29日（木）～6月1日（日）(事前練習日　2025年5月28日（水））に表記大会を主
催いたします。今大会は、アジア地域初となるこの競技の国際大会です。 

　今年の1月の全豪オープンで、大会プログラムの一つとして「all abilities day」が設けられ、様々なパラ
テニスのショーケースが行われ、立位テニスの紹介が昨年より規模を拡大して行われました。6月には国際
テニス連盟（ITF）が公認する国際大会がスペインのバルセロナとイタリアのトリノにて開催される予定で
す。9月の全米オープンでは、昨年より規模を拡大した招待試合が検討されています。「立位テニス」は、
パラリンピックの正式種目入り、国際テニス連盟からの公認を目指し、世界中の仲間と普及発展に取り組ん
でいる注目のパラスポーツです。夢が一歩づつ現実に近づいています。 

　今大会をより充実したものにすべく、ご賛同いただける関係各位皆様よりご協賛のお力添えを賜りますよ
うお願い申し上げます。 

　また、今大会が不測の事態で中止となった場合、準備のためにかかる拠出済みの費用がございますので、
ご協賛金をご返金することができません。大会終了後に余剰金が出た場合は、弊協会の活動（立位テニス競
技の普及発展のためのもの）に使用させていただきます。ご了承ください。 

開催概要 
　　別紙、大会要綱をご参照ください。 
　　大会専用Webページ：2025年1月に公開 

ご協賛のメリット　 
1.　御社の国内への広報宣伝活動 
2.　パラスポーツを通じた社会貢献活動 
3.　大会会場へ御社バナー（貸与）掲出 
4.　大会パンフレットへ御社広告掲載（完全版下支給） 

お申し込み・お問い合わせ 
JASTA渉外担当　柴谷玲子（しばたに　れいこ） 
090-3918-5148　info@jastatennis.com 

mailto:info@jastatennis.com?subject=%E5%AF%84%E9%99%84%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6


TAP JAPAN OPEN 2025ご協賛メニュー 

メニュー Platinum Gold Silver Bronze

ご協賛企業フィー 80万円 60万円 40万円 10万円
募集数 1社 3社 4社 5社

セレモニーでのスピーチ権 ○ ○

大会会場に社名バナー（貸与）掲出 ○ ○ ○

協賛バックバナーにロゴ掲出 ○ ○ ○

大会会場に専用席確保 ◯

JASTAのfacebookページで 
企業紹介記事掲載

○ ○

大会ウェブサイトページに社名掲出・ 
リンク

○ ○ ○ ○

大会パンフレット広告掲載（全面1P） 
　　※単独申し込みの場合　50,000円

○ ○ ◯

大会パンフレット広告掲載（1/2P） 
　　※単独申し込みの場合　30,000円

○

サンプリング・ノベルティー配布 ◯ ◯
入賞選手と2ショット写真（使用権付き）※最
終日に協賛バックバナー前にて

○ ○ ○

大会ポスター（B1) ○10枚 ○5枚 ○3枚 ◯1枚

大会パンフレット（A4たて） ○20部 ○10部 ○3部 ○1部

大会フライヤー（A4両面）
○ 
200枚

○ 
100枚

○ 
50枚

○ 
10枚

大会報告書（収支決算書付き） ○ ○ ○ ○

特典数 13 12 9 6



TAP JAPAN OPEN 2025協賛申込書 

年　　月　　日 

<協賛金お振込先>  

銀行名・支店名 　三菱UFJ銀行 大井支店 

口座番号　　　　普通 0308580 口座名義 一般社団法人日本障がい者立位テニス協会  

　　　　　　　　(シヤ)ニホンショウガイシヤリツイテニスキヨウカイ  

※ 協賛金申込みによって一般社団法人日本障がい者立位テニス協会(以下JASTA)が取得
する個人情報については、 JASTAが責任を持って保管の上、本事業の実施に係る諸連絡
にのみ使用いたします。 

ふりがな

会社名

ふりがな

ご担当者名

ご住所
〒

お電話番号

E-mail

協賛金額 
（いづれかに
○）

Platinum 
80万円

Gold 
60万円

Silver 
40万円

Bronze 
10万円

振込予定日 　　西暦     　　　年    　　　　月    　　　日

請求書 要 　　・ 　　不要
領収書 要 　　・ 　　不要


